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■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

ア 円周角 イ 中心角 ウ 弧 エ 等しい

【ポイント】

円周角の定理に関する問題だね。

●円周角の定理●

① １つの弧に対する円周角の大きさは，その

その弧に対する中心角の大きさの半分である。

② 同じ弧に対する円周角の大きさは等しい。

２

ア ＯＰＡ イ ＯＰＢ ウ ＢＯＫ エ ＡＰＢ

※ (∠)ＯＰＡを(∠)ＡＰＯと書くなど，同じ角を表していれば，正解とする。

【ポイント】

(証明)において，①と②を説明するために，次の２つの定理が使われているね。

・ 二等辺三角形の２つの底角は等しい。

・ 三角形の１つの外角は，そのとなりにない２つの内角の和に等しい。

(証明)

点Ｐを通る直径ＰＯＫを引く。

△ＯＰＡはＯＰ＝ＯＡの二等辺三角形だから，∠ ＝∠ＯＡＰ

で，∠ＡＯＫ＝∠ ＋∠ＯＡＰだから，

∠ＡＯＫ＝２∠ ････････････①

△ＯＰＢはＯＰ＝ＯＢの二等辺三角形だから，∠ ＝∠ＯＢＰ

で，∠ＢＯＫ＝∠ ＋∠ＯＢＰだから，

∠ＢＯＫ＝２∠ ････････････②

∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＫ＋∠ なので，

①，②から，∠ＡＯＢ＝２(∠ ＋∠ )

＝２∠

１
したがって，∠ ＝ ∠ＡＯＢ

２

ＯＰＡ

ＯＰＢ

ＢＯＫ

ＡＰＢ

ＯＰＡ

ＯＰＡ
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ＯＰＢＯＰＡ
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Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｋ

Ｋ

Ｐ

Ｐ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
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■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

(1) ∠ x ＝６０° (2) ∠ y ＝９０° (3) ∠ z ＝３０°，∠ w ＝４０°

【ポイント】 【ポイント】 【ポイント】

円周角の定理より， 円周角の定理より， 円周角の定理より，ＣＤ対する円

∠ＡＰＢは∠ＡＯＢ ∠ＡＯＢは∠ＡＰＢの 周角で∠Ａと∠Ｂは等しく，ＡＢ

半分の大きさだね。 ２倍の大きさだね。 に対する円周角で∠Ｃと∠Ｄは等

しくなるね。

２

半円の弧ＡＢに対する中心角

∠ＡＯＢは，１８０
○

である。 【ポイント】

円周角の定理により，∠ＡＰＢは， ∠ＡＯＢは，１８０°

∠ＡＯＢの半分の大きさだから， だね。

９０
○

になる。

１８０°

３

(1) ∠ x ＝ ４８° (2) ∠ y ＝ ５２° (3) ∠ z ＝ １８°

【ポイント】 【ポイント】 【ポイント】

∠ＡＰＢ＝９０
○

より ∠ＰＡＢ＝９０° ∠ＡＰＣ＝９０°

∠ x ＝１８０
○

－(４２
○

＋９０
○

) △ＯＡＢは二等辺三角形 ∠ＰＣＡ＝１８０
○

－(７２
○

＋９０
○

)

＝４８
○

だから， ＝１８
○

∠ＯＡＢ＝∠ＯＢＡ＝３８° ＰＡに対する円周角より，

よって， ∠ＰＣＡ＝∠ＰＢＡだから，

∠ y ＝９０
○

－３８
○

∠ z ＝１８
○

＝５２
○

Ａ Ｂ

Ｐ

Ｏ

Ａ Ｂ

Ｐ

Ｏ

x ４２°

Ａ

Ｂ

Ｐ

Ｏ

３８°

３８°

y

１８°Ａ

Ｐ

Ｃ

Ｂ

Ｏ

７２°
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第３学年 Ｄ 円の性質



第３学年 Ｄ 円の性質

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題③

１

(1) ∠ x ＝１０５° (2) ∠ y ＝１１０°，∠ z ＝１２５° (3) ∠ w ＝８５°

【ポイント】 【ポイント】 【ポイント】

∠ x の大きさは， ∠ y の大きさは，５５
○

の２倍 ＡとＣを結ぶ。

３６０
○

－１５０
○

＝２１０
○

だから，１１０
○

になるね。 ＡＰに対する円周角で，

の半分だから， ∠ z の大きさは， ∠ＡＣＰ＝∠ＡＢＰ＝３２
○

１０５
○

になるね。 ３６０
○

－１１０
○

＝２５０
○

の半分だ ＡＢに対する円周角で，

から，１２５
○

になるね。 ∠ＡＣＢ＝∠ＡＰＢ＝５３
○

よって，∠ w の大きさは，

３２
○

＋５３
○

＝８５
○

になるね。

２

(1) ∠ x ＝２３° (2) ∠ y ＝２５° (3) z ＝５(ｃｍ)

【ポイント】

弧と円周角の性質を基に，考えるといいね。(2)の∠ y の大きさは，

ＡＢ＝ＢＣより，ＢＣに対する円周角の大きさと同じになるね。

●弧と円周角●

① １つの円で，等しい弧に対する円周角の大きさは等しい。

② １つの円で，等しい円周角に対する弧の長さは等しい。

３

ア，イ，エ

【ポイント】

円周角の定理の逆を基に考えるといいね。

アとイは，ともに∠Ａ＝∠Ｄだから， ●円周角の定理の逆●

同じ円周上にある。 ２点Ｃ，Ｐが直線ＡＢに

ウは，∠ＡＣＤ＝１８０
○

－(７５
○

＋６５
○

)＝４０
○

ついて同じ側にあるとき，

となり，∠ＡＢＤと∠ＡＣＤが等しくなら ∠ＡＰＢ＝∠ＡＣＢならば，

ないので，同じ円周上にない。 ４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｐは，

エは， 同じ円周上にある。

∠ＢＡＣ＝１８０
○

－(９０
○

＋３５
○

＋２５
○

)＝３０
○

となり，∠ＢＡＣ＝∠ＢＤＣとなるので，

同じ円周上にある。

Ｃ
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